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第
二
十
条
の
十
を
削
る
。

第
二
十
条
の
九
中
「
第
二
十
七
条
の
十
二
の
四
第
十
四
項
」
を
「
第
二
十
七
条
の
十
二
の
五
第
十
四
項
」に
改
め
、

同
条
第
二
号
中
「
第
二
十
七
条
の
十
二
の
四
第
五
項
」
を
「
第
二
十
七
条
の
十
二
の
五
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
を

第
二
十
条
の
十
と
す
る
。

第
二
十
条
の
八
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
中
小
企
業
者
等
が
特
定
経
営
力
向
上
設
備
等
を
取
得
し
た
場
合
の
特
別
償
却
又
は
法
人
税
額
の
特
別
控
除
）

第
二
十
条
の
九

法
第
四
十
二
条
の
十
二
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
中
小
企
業
等
経

営
強
化
法
施
行
規
則
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
経
営
力
向
上
に
著
し
く
資
す
る
設
備
等
と
す
る
。

２

施
行
令
第
二
十
七
条
の
十
二
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
当
該
法
人
が
受
け
た
中

小
企
業
等
経
営
強
化
法
第
十
三
条
第
一
項
の
認
定
（
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
を
含

む
。）に
係
る
同
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
経
営
力
向
上
計
画
の
写
し
及
び
当
該
経
営
力
向
上
計
画
に
係
る

認
定
書
の
写
し
と
す
る
。

第
二
十
条
の
十
六
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
か
ら
第
九
項
ま
で
を
一
項

ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
二
十
条
の
二
十
中「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
」の
下
に「（
平
成
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）」

を
加
え
る
。

第
二
十
条
の
二
十
一
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
九
条
の
五
第
六
項
」
を
「
第
二
十

九
条
の
五
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
以
下
こ
の
項
」
を
「
次
号
イ
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中「
第
一
項
」

を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
第
四
十
七
条
の
二
第
三
項
第
三
号
」
を
「
第
四
十

七
条
の
二
第
三
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
三

削
除

第
二
十
一
条
の
十
二
第
一
項
第
一
号
中「（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）」を
削
る
。

第
二
十
一
条
の
十
七
第
二
項
第
四
号
ロ
及
び
第
五
号
ロ
並
び
に
第
三
項
中
「
按あ

ん

分
す
る
」
を
「
按
分
す
る
」
に
改

め
、
同
条
第
五
項
第
一
号
中
「
及
び
納
税
地
」
を
「
、
納
税
地
及
び
法
人
番
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
十
七
の
二
の
見
出
し
を「（
沖
縄
の
認
定
法
人
の
課
税
の
特
例
）」に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
十
九
第
二
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
の
二

法
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
二
号
の
二
に
掲
げ
る
土
地
等
の
譲
渡

土
地
開
発
公
社
の
当
該
土
地
等

を
同
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
土
地
等
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
号
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
事
業
の
用
に
供
す
る

た
め
に
買
い
取
つ
た
も
の
で
あ
る
旨
を
証
す
る
書
類
（
当
該
土
地
等
の
所
在
地
の
記
載
が
あ
る
も
の
に
限
る
。）

第
二
十
二
条
の
二
第
四
項
中
「
第
三
十
九
条
第
三
十
一
項
」
を
「
第
三
十
九
条
第
三
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第

六
項
中
「
を
取
得
す
る
」
を
「
の
取
得
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
取
得
を
い
う
。
第
八
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
に

お
い
て
同
じ
。）を
す
る
」
に
、「
こ
れ
ら
の
規
定
（
」
を
「
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
」に
、「
。）」

を
「
。）の
規
定
」
に
、「
第
三
十
九
条
第
三
十
一
項
」
を
「
第
三
十
九
条
第
三
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
及
び

第
八
項
中
「
税
務
署
長
の
」
を
「
所
轄
税
務
署
長
の
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第

十
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

11

法
第
六
十
四
条
の
二
第
十
七
項
の
所
轄
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人
は
、
同
項
に
規
定
す
る
指

定
期
間
の
末
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
を
す
る
法
人
の
名
称
、
納
税
地
及
び
法
人
番
号
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

二

そ
の
申
請
の
日
に
お
け
る
法
第
六
十
四
条
の
二
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
別
勘
定
の
金
額

三

取
得
を
す
る
見
込
み
で
あ
る
代
替
資
産
の
種
類
、
構
造
、
規
模
及
び
価
額

四

法
第
六
十
四
条
の
二
第
十
七
項
の
特
定
非
常
災
害
と
し
て
指
定
さ
れ
た
非
常
災
害
に
基
因
す
る
や
む
を
得
な

い
事
情
の
詳
細

五

代
替
資
産
の
取
得
予
定
年
月
日
及
び
施
行
令
第
三
十
九
条
第
二
十
八
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
日

六

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

12

前
項
に
規
定
す
る
法
人
が
同
項
の
所
轄
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
は
、
施
行
令
第
三
十
九
条
第
二
十

八
項
に
規
定
す
る
所
轄
税
務
署
長
が
認
定
し
た
日
は
当
該
承
認
に
お
い
て
税
務
署
長
が
認
定
し
た
日
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
十
九
第
十
一
項
第
一
号
ハ
中「（
既
に
施
行
令
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
二
項
に
規
定
す
る
所
轄
税

務
署
長
の
承
認
を
受
け
て
同
条
第
三
十
三
項
又
は
第
三
十
四
項
に
規
定
す
る
所
轄
税
務
署
長
の
認
定
し
た
日
の
通
知

を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
認
定
し
た
日
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
り
、「
法
第
六
十
二
条
の
三

第
四
項
第
十
二
号
」
を
「
同
条
第
四
項
第
十
二
号
」
に
、「
書
類
」
を
「
書
類
（
既
に
施
行
令
第
三
十
八
条
の
四
第
三

十
二
項
に
規
定
す
る
所
轄
税
務
署
長
の
同
項
又
は
同
条
第
三
十
四
項
若
し
く
は
第
三
十
五
項
の
承
認
を
受
け
て
同
条

第
三
十
三
項
か
ら
第
三
十
五
項
ま
で
に
規
定
す
る
所
轄
税
務
署
長
の
認
定
し
た
日
の
通
知
を
受
け
て
い
る
場
合
（
次

号
ニ
及
び
第
三
号
ロ
に
お
い
て
「
認
定
日
の
通
知
を
受
け
て
い
る
場
合
」
と
い
う
。）に
は
、
当
該
通
知
に
係
る
文
書

の
写
し
（
次
号
ニ
及
び
第
三
号
ロ
に
お
い
て
「
通
知
書
の
写
し
」
と
い
う
。））」に
改
め
、
同
項
第
二
号
ニ
及
び
第
三

号
ロ
中
「
書
類
」
の
下
に「（
認
定
日
の
通
知
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
通
知
書
の
写
し
）」を
加
え
、
同
条
第
十
六

項
中
「
第
三
十
八
条
の
四
第
四
十
二
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
四
第
四
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
同
条

第
八
項
」
を
「
同
条
第
九
項
」
に
、「
第
六
十
八
条
の
六
十
八
第
八
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
六
十
八
第
九
項
」
に
改

め
、
同
号
イ

中
「
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
五
項
及
び
第
三
十
六
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
六
項
及
び

第
三
十
七
項
」
に
、「
同
条
第
三
十
五
項
」
を
「
同
条
第
三
十
六
項
」
に
改
め
、
同
号
イ

中
「
第
二
十
二
条
の
六

十
二
第
三
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
二
条
の
六
十
二
第
五
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
イ

中
「
第
二
十
二
条
の

六
十
二
第
四
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
六
十
二
第
六
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
又
は
第
三
十
四
項
」
を
「
か
ら
第

三
十
五
項
ま
で
」
に
、「
末
日
又
は
」
を
「
末
日
、」に
、「
を
含
む
事
業
年
度
」
を
「
又
は
同
条
第
三
十
五
項
に
規
定
す

る
末
日
を
含
む
事
業
年
度
」
に
、「
第
六
十
二
条
の
三
第
八
項
」
を
「
第
六
十
二
条
の
三
第
九
項
」
に
、「
限
る
」を「
限

る
も
の
と
し
、
既
に
法
第
六
十
二
条
の
三
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
事
業
年
度
の
確
定
申
告
書
等
（
法
第
六

十
八
条
の
六
十
八
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
連
結
事
業
年
度
の
連
結
確
定
申
告
書
等
を
含
む
。）に
添
付
し
た

も
の
を
除
く
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
九
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
中
「
第
六
十
二
条
の
三
第
十
項
」
を
「
第

六
十
二
条
の
三
第
十
一
項
」
に
、「
同
条
第
十
項
」
を
「
同
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
十
八
条

の
四
第
四
十
一
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
四
第
四
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
八
項
と
し
、
同
条
第
十
四

項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

15

施
行
令
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
五
項
に
規
定
す
る
確
定
優
良
住
宅
地
造
成
等
事
業
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
確
定
優
良
住
宅
地
造
成
等
事
業
」
と
い
う
。）を
行
う
個
人
又
は
法
人
が
、
当
該
確
定
優
良
住
宅
地
造
成
等
事
業

に
つ
き
、
同
条
第
三
十
五
項
に
規
定
す
る
所
轄
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
同
項
に
規
定

す
る
予
定
期
間
の
末
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
一
月
十
五
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
第

十
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
当
該
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
十
二
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
事
項

二

当
該
確
定
優
良
住
宅
地
造
成
等
事
業
に
つ
い
て
、
法
第
六
十
二
条
の
三
第
八
項
の
特
定
非
常
災
害
と
し
て
指

定
さ
れ
た
非
常
災
害
に
よ
り
当
該
予
定
期
間
内
に
施
行
令
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
五
項
に
規
定
す
る
開
発
許

可
等
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
事
情
の
詳
細

三

当
該
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
確
定
優
良
住
宅
地
造
成
等
事
業
の
完
成
予
定
年
月
日

四

当
該
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
確
定
優
良
住
宅
地
造
成
等
事
業
に
つ
き
施
行
令
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
五

項
に
規
定
す
る
開
発
許
可
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
年
月
日

五

当
該
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
確
定
優
良
住
宅
地
造
成
等
事
業
に
つ
き
施
行
令
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
二

項
、
第
三
十
四
項
又
は
第
三
十
五
項
の
承
認
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
承
認
に
係
る
同
条
第
三

十
三
項
か
ら
第
三
十
五
項
ま
で
に
規
定
す
る
所
轄
税
務
署
長
が
認
定
し
た
日

16

法
第
六
十
二
条
の
三
第
八
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
と
き
は
、
施
行

令
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
五
項
に
規
定
す
る
所
轄
税
務
署
長
が
認
定
し
た
日
の
通
知
に
関
す
る
文
書
の
写
し
を

同
条
第
四
十
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
法
人
税
法
第
二
条
第
三
十
一
号
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
に
添
付
す
る
こ
と

（
当
該
通
知
に
関
す
る
文
書
の
写
し
を
法
第
六
十
二
条
の
三
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
事
業
年
度
の
確
定

申
告
書
等
（
法
第
六
十
八
条
の
六
十
八
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
連
結
事
業
年
度
の
連
結
確
定
申
告
書
等

を
含
む
。）に
添
付
し
た
こ
と
を
含
む
。）に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
と
き
と
す
る
。

17

前
項
の
規
定
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
施
行
令
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
五
項
に
規
定
す
る
所
轄
税

務
署
長
が
認
定
し
た
日
は
前
項
の
通
知
に
係
る
所
轄
税
務
署
長
が
認
定
し
た
日
と
す
る
。
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